
令和6 年 4 月 11 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所: 公益社団法人　日本非常食推進機構

　 (三重県松阪市久保田町字上沖127番地1)

実施日程: 不定期（令和5年度は3回実施）

実施した生産活動: リメイクお弁当製造・販売

利用者数: 2名

他事業所との連携: 消費期限ラベル作成

＜目的＞

＜成果＞

実施した結果： 各企業やイベントへの参加

テレビ出演（Tokyo MX）

配達回数3回　売上196,200円

得られた成果：

課題点：
提供される素材が毎回異なるので、メニュー

構成に工夫が必要

＜連携した結果に対する意見または評価＞
本防災備蓄食を活用したリメイク弁当事業は、防災備蓄食の排出企業のご協力により、企業従業員への防災啓発と、
福祉事業所様の障がい者の工賃向上を目的に企画したものです。通常の喫食では「特別美味しいものではない」と
いったイメージのある防災備蓄食を豊芯会様の工夫を凝らしたリメイクにより、美味しい「防災備蓄食リメイク弁当」に仕
上げて頂きました。
お客様からのアンケート結果からも概ね良好な感想が寄せられております。防災備蓄食品の食品ロス問題や、
防災啓発といった社会的に重要な問題解決へつながる事業へ豊芯会様には大変意欲的に取り組んで頂き感謝申し上
げます。
＜今後の連携強化に向けた課題＞
防災備蓄食品を活用したリメイク弁当のメニュー開発は引き続き必要となるかと思います。また、当法人としましても販
売場所の確保を含めたリメイク弁当の普及には引き続き取り組む必要があります。いずれも、障がい福祉の社会的理
解と認知向上を意識しながら、豊芯会様と協力して取り組んで参りたいと思います。

連携先企業名 公益社団法人日本非常食推進機構 担当者名 古谷

連携先の企業等の意見または評価

コロナ禍以降の個人宅売り上げ減を一部補填

することが出来た

住　所 東京都豊島区北大塚3-34-7 管理者名 橋本浩司

地域連携活動のねらい

昨今、話題となっているフードロス問題について、企業や団体が保有する消費期限間近の非常食
を活用したお弁当（通称：サスティナブル弁当）の製造・販売の機会とした。
また、非常食提供先企業とのつながりの機会とし、販路拡大を目指している。

地域にとってのメリット

肉・魚・野菜と品数の多いバランスの取れた食事をとれる 

新たな食の可能性について理解を深める共に、フードロスについて考える機会となる

電話番号 03-3915-9052 対象年度 令和5年度

地域連携活動の概要

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 フードサービス事業所 事業所番号 1311600751

様式１

活動内容の追加コメント

単に非常食の消費だけではなく、社会貢献を兼ねているケースも

あり、ニーズに沿ったお弁当作りを目指した。

現在も様々な企画が進行中な為、交流の幅が広がることが見込

まれる。


